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令和６度 第３回山元町総合教育会議 議事録 

 

１ 開催日時 令和６年１１月２５日（木）午前１０時００分から午前１１時０５分 

 

２ 開催場所 山元町役場２階 第２会議室 

 

３ 出 席 者 別紙「出席者名簿」のとおり 

 

４ 概  要 以下のとおり 

 ⑴ 開会 

 ⑵ 開会の挨拶 

 ⑶ 議題 

① 「候補地の考え方」について 

    資料１に基づき説明（説明者：伊藤和重教育総務課長） 

② 「学校給食費」について 

 資料２に基づき説明（説明者：伊藤和重教育総務課長） 

 ⑷ その他 

 ⑸ 閉会 

 

【司会】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 皆さん、おはようございます。 

 時間になりましたので、ただいまから令和６年度第３回山元町総合教育会議を開会

いたします。開会にあたりまして、橋元町長より挨拶を申し上げます。 

 

【橋元 伸一 町長】 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は１０月に引き続きまして、急遽、第３回目となる、総合教育会議を開催いた

しましたところ、お忙しい中ご出席をいただき、ありがとうございます。 

 前回の再編小学校のあり方検討委員会から報告がありました。学校形態については

皆さんと様々な意見交換をさせていただきました。校長先生をはじめとした教職員の

体制や学校施設の広さ、職員室の配置で配慮すべきところなど、確認できたと考えて

おります。学校の形態の採用につきましては、引き続き専門的な検討を重ねていくこ

ととなりますが、学校形態の方向性については、小中一貫教育学校で進むことといた

しました。本日は学校施設の候補地の考え方について、担当から説明をさせ、皆さん

と意見を交えたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 またですね、本日は学校給食費の単価について提出させていただいております。皆

さんもご存じの通り近年の物価上昇や、今年、夏に起きた令和の米騒動は一般世間に
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は留まらず、学校給食の材料費や米飯給食の高騰に大きく影響を及ぼしているところ

であります。本町では政策である学校給食無償化を今年から実施いたしましたので、

保護者への負担は生じておりませんが、現行の学校給食費単価を物価高騰後の単価と

擦り合わせるため、今後、学校給食運営審議会において検討することになります。今

回は学校給食の材料費の状況について担当から説明をいたしますので、現状について

共有できればと考えております。 

 本日の再編小学校の候補地の考え方については、非常に重要な案件であり、今後、

議会や保護者、住民等に説明し理解を求めていくことになります。皆さんより忌憚の

ないご意見をいただければと思いますのでよろしくお願いいたしまして、挨拶とさせ

ていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

【司会】（伊藤 和重 教育総務課長） 

ありがとうございました。それでは、次第に基づき会議を進めさせていただきます。

会議の議長については、規定に基づきまして、橋元町長にお願いいたします。 

 

－以下議事－ 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 はい。それでは議長を預かりましたので次第に沿って進めさせていただきます。議

題に入らせていただきます。（１）候補地の考え方について事務局から説明をお願い

いたします。 

 

【事務局】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 はい、座らせて説明させていただきます。資料はＡ３の横版と別紙ということで、

山元町再編小中学校の施設規模に関する検討の別紙になります。まず初めに色付きの

Ａ４横版をご覧ください。こちらは面積の考え方を示しております。施設規模の比較

検討結果一覧ということになりますが、赤枠で左側に文科省基準等に基づく規模（案）

となります。小中一貫校として右側には４校の参考事例をあげております。色付きの

ものになります。各学校の延べ床面積、各施設機能の概算ボリュームを調べまして、

ボリューム合計を中段から下の方に記載しております。こちらは現状の校舎部分を文

科省の基準に基づいて算出したものになります。これは小中一貫校とした場合、この

ぐらいのボリュームになるだろうということで基準に基づいた数値がでています。ボ

リュームの合計というところで見ますと、本町の小中一貫校はどのぐらい必要か記載

しております。各施設の機能の合計は１７，５３４㎡。これは再編小中学校に求めら

れる規模、敷地面積となります。他の参考事例をみますと、横に２８，５４１㎡、２

１，８８１㎡、３０，８９４㎡とありますが、こちらはその基準よりも学校をどれだ

け大きく作っているかという内容になります。ボリュームに対する敷地の大きさがパ

ーセントででており、こちらのパーセントの平均が１６７，３％という数値になりま
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す。本町の再編小中学校にどのぐらいの面積が必要になるかというと、このパーセン

テージをかけたものが次のページになります。 

 （２）必要敷地面積の検討ということで、１７，５３４これは基準に基づくボリュ

ームに４事例の平均１６７，３％をかけると、必要敷地面積の目安は２９，３３４㎡、

これは約３０，０００㎡が必要であろうという考え方となります。この内容につきま

しては、上の方です、施設の基準に基づいたもと記載してあります。この詳細につき

ましては、教職員の車（通勤用）、スクールバス等を用いた分も入っております。参

考としてこれを右側にいきますと、既存小中学校の敷地面積と照らし合わせますと、

現在のところ、そこに見合うところは、単体での小学校では無いということになりま

す。山元中学校だけでも現実的にはできないということになります。 

下の赤枠にどうすれば面積を確保できるかをまとめました。山下小学校と山元中学

校を合わせると４４，４００㎡、山下第二小学校とつばめの杜を合わせると３９，３

４１㎡となり、◎と△がついております。こちらの内容につきましてＡ３横版資料に

て説明いたします。 

１枚目、各学校の状況の一覧をご覧ください。 

各小学校の敷地面積を記載しております。坂元小学校が１６，０００㎡、山下小学

校が１４，７００㎡、山下第一小学校が１３，６００㎡、山下第二小学校が１６，５

００㎡となっております。学校の用地につきましては、図面の方に赤枠を付け記して

おります。 

４番目の敷地拡張の可否についてです。 

坂元小学校は拡張に伴う用地買収が必要面積確保に時間を要する。８番目の立地特

性は、南側に道路を挟み民地・神社がある。北側に民地、段差がある。用地確保した

場合、造成が必要である。現行、南と北に制限が生じる。 

山下小学校は隣接する中学校と敷地を共有することで拡張が可能である。８番目の

立地特性は、西側に山元中学校が隣接、東側に国道６号線、南側に主要幹線道路、北

側が民地であり拡張は難しい。山下小学校と山元中学校のセットとして考える。 

山下第一小学校は周辺のほとんどが民家、拡張として用地買収の必要面積の確保に

時間を要する。８番目の立地特性は、北側が民家、東・南側も民家、西側が国道。体

育館のあたり急傾斜地。土砂災害の指定がなされている。 

山下第二小学校は隣接する公共施設を活用することも考えられるが、行政手続きや

制限が多く時間を要する。８番の立地特性は、西側に保育所・児童館、公園。時間を

要するということにつきましては、復興交付金を活用した施設となっているため、返

還手続きや行政手続きに時間を要する。 

５番目の環境になります。 

坂元小学校は町の南部に位置している。山下小学校は町の中央部、若干北側、国道

６号線の西側に位置している。山下第一小学校は町の北部、国道６号線の東側に位置

している。山下第二小学校は町の中央部、国道６号線の東側、JR常磐線山下駅に近

いとしている。 
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通学になります。 

坂元小学校は周辺に歩道がない、徒歩・自転車通学に注意が必要である。支障はな

いと考えておりますが道が狭い。北側からのみアクセス可能。スクールバスを運行し

た場合、町北部からは時間を要する。道路幅員が狭い為、スクールバスの乗り入れが

困難。道路の拡張とスクールバス旋回場所の確保が必要。災害リスクにつきましては

大雨よる水害、津波による水害、浸水による周辺道路の寸断が考えられる。 

山下小学校は北側道路の幅員が狭く歩道がない。中学校生徒の送迎車両が多く注意

が必要である。南側道路には歩道が設置されている。徒歩・自転車通学に支障はない。

南側に主要幹線道路がある。南側主要幹線道路からのみの乗り入れになる為、送迎車

両の渋滞発生の懸念。スクールバスの本数が増えるため、送迎と乗車場所の調整が必

要。災害リスクとしては、大雨による水害があるが山元中学校の校庭が調整池となっ

ている。 

山下第一小学校は徒歩通学について６号線西側の交差点に注意が必要。現在、歩道

がない為、注意が必要である。スクールバスの乗り入れが非常に難しい。また運行に

時間がかかる。坂元小学校から逆の考え方となり、南から北に向かうということで、

中心部を過ぎるので時間を要する。道路の幅員及びスクールバス旋回場所の確保が難

しい。そのため近隣民家の買収が必要となる。災害リスクは急傾斜地の土砂災害とな

る。 

山下第二小学校は、南・北側には歩道があり、徒歩・自転車通学については安全性

が確保される。東西南北の道路が整備されており、スクールバスの運行は容易である。

ただし、行政手続き等で時間を要する。 

９番目の建設時の課題になります。 

坂元小学校は用地確保、敷地造成（北側段差の造成にかなりの金額がかかる）。仮

設小学校の設置（用地・費用）。文化財。 

山下小学校は敷地造成（中学校との敷地段差の調整）。山下小学校を壊すとなった

場合、仮設小学校の設置の用地・費用。（調整が必要である） 

山下第一小学校は用地確保、敷地造成。仮設小学校の設置（用地・費用）。 

山下第二小学校は復興交付金の整理。交付金の返還が生じる。工事の際、保育所・

児童クラブ・公園の廃止や代替地の調整が想定。保育所・児童クラブの用地の確保。

行政的な手続きとして都市計画の変更（県や国へ出向いての対応が想定）時間を要す

る。建物の高さの制限。高層階とする場合２０ｍまでの制限。（都市計画上の制限） 

以上が小学校の現状状況になります。 

１０番の候補地の条件といたしましては、先ほどご説明した通り、敷地の必要面積

を約３０，０００㎡と設定しております。実際は２９，３３４㎡ですが、こちらを目

安として学校の用地のほうを考えていきたいと思います。学校形態につきましては小

中一貫教育学校、施設形態といたしましては小学校と中学校併設型または一体型と意

見がされています。その他といたしましては、小学校教員と中学校教員の職員室が一

体または隣室ということで、あり方検討委員会からの意見を記載いたしました。 
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現状の考え方からいきますと、３０，０００㎡という用地をどこに求めて、どのよ

うな小中学校をつくっていくかという御意見をいただきたいと考えております。以上

でございます。 

 

【議長】（橋元 伸一町長） 

 はい。ただいま候補地の考え方について説明がありました。現在の４小学校の状況

について確認していただいたところであります。候補地の面積については、約３０，

０００㎡が必要という考え方が示されております。 

 説明いただいた１０番の候補地の条件ということで、いろいろな条件の意見をいた

だいております。このようなことを参考に、まだ検討段階ではありますが、庁内委員

会では小中一貫教育学校、施設一体型または施設併設型、この報告の内容から立地や

各種法令行政手続などからスケジュールを踏まえて、中学校を中心とした考えがださ

れているところであります。 

 前回の会議の中でも、最後にいろいろと意見をいただいたと思っております。今、

事務局から説明がありましたが、皆さんの方から何か気が付いた点等ありましたら、

ご意見いただき、参考にして進めていきたいと思いますので、忌憚のないご意見をい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 先ほども申し上げましたが、一体型で考えた時のスケジュール感などもあると思い

ますが、いつも言うように皆さんも考えている子供たちの今後の教育をするにあたっ

て、どのような方向性がいいのかということを念頭において進めさせていただければ

と思います。面積と何もない真っ白な状態で新たにすべてを作るということであれば、

候補地としてつばめの杜等、一か所に広い面積が取れると思いますが、ここは千年に

一回とはいえ県が発表した津波シミュレーションの浸水区域ということでもありま

す。それを気にしていると山元町の場合、６号線から下、東側はすべて浸水区域にな

ってしまい町づくりができないということになります。やはりそれを分かっている所

へ学校等をもっていきにくい部分があります。既存の建物自体が町内の小学生全員が

入れる施設がない。また将来人口も考えたうえでも全員入り切れない。現実的なこと

を考えると厳しいのかなと思います。皆さんの方から何か御意見いただければと思い

ます。よろしくお願いします。何かございませんでしょうか。 

 先ほど申し上げましたが、前回の会議でも皆さん方よりご意見をいただいておりま

したが、さらにあればお願いいたします。 

 

【菊池 卓郎 教育長】 

 今日このように総合教育会議を持たせていただいたのですが、前回の会議、あり方

検討委員会の会議、ここの会議での意見の方向性が、今後の議会あるいは町民に対し

て、話し合いの内容等を２月に行われる議会や町民説明会へ反映されることになりま

すので、その点を踏まえ話し合いをしていただければと思います。 

 改めてですが、今、伊藤課長より町内４小学校を比較のようにして、小中一貫教育
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学校・施設併設型・施設一体型についてどのように考えるかということで説明をいた

しましたが、その前に根本的なところで既存の校舎を活用しない形で、どこかに用地

を確保して小・中学校を含めた一貫校や義務教育学校を建てるという考え方について、

それは有りなのかどうなのかということ。あるいはそれを望むべきなのかというとこ

ろを確認したうえで、４小学校の比較というように考えを進めていけばいいかと思っ

ていました。 

 

【議長】（橋元 伸一町長） 

 今、菊池教育長からありました。ここに４小学校の現状ということで資料と説明を

いただきました。もう一つ、新たな場所に３０，０００㎡の面積をとり小中一貫教育

学校を建築するということを含めて、皆さんの方からご意見をいただければと思いま

す。 

 

【菊池 卓郎 教育長】 

 伊藤課長の方から、そのような方向で進めると、どういった問題点が考えられるの

か説明お願いします。 

 

【事務局】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 はい。菊池教育長が話されたように新たに小中一貫教育学校を建てる、今の敷地を

活用しないという条件でいきますと、まず３０，０００㎡の土地を見つける、地権者

との交渉、農用地で４０，０００㎡を超えれば国への申請、３０，０００㎡なので宮

城県への申請になりますが申請後半年ぐらいかかるとみています。農地でなくても交

渉という部分で登記簿を全部とった際、何もない登記簿であればいいのですが、いろ

んなことが生じると思います。用地確保に２、３年を要する。その上に建物を建てる

となると建物の分を設計したとしても、敷地の分の造成ができなければ、建物の構造

に影響を及ぼします。そこを整理しないと建物に入れない。おそらく１２年度には難

しい、１５、１６年度になるかなと想定しています。 

 あと既存の場所を用いて全部を取り壊して、その上に小・中一貫教育学校を建てる

ということも考えられますが、その際に想定されることは、先ほど申し上げた、仮設

小・中学校、仮設小学校をどこかに設定しなければならない。仮設小学校には国の補

助がありますが、１／３ぐらいで大した額にならないので、町の財政に影響がありま

す。仮設小・中学校をどこに建てるか、そうなると校庭等も必要になる、そういった

ところも検討していくとなると非常に難しいかと思いますが、どうにか検討できれば

と思っております。 

 中学校を活用するとなると、隣に小学校を新築もしくは増改築するようになる。中

学校は今のままだと２０数年経過しており、建てあがるころには３０年経過の建物に

なってしまいます。中学校は改修、小学校は新築ということも考えられます。こちら

については補助の内容等をみながら、国の補助は改修が１／３、新築は１／２という
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ことになりますので補助の内容を含み考えながら、隣の敷地をどうするのかという検

討が必要になります。 

 小学校を用いるとなれば、最初にご説明いたしましたが、現状で令和１２年度の児

童生徒数を飲み込める校舎がないということ、また既存の校舎の築年数を確認してい

ただきますと昭和の校舎ばかりとなっております。山下第二小学校は平成ですが、教

室が他の学校が６０～６５㎡あるのに対して、５０㎡ぐらいしかない為、教室の大き

さから児童生徒が入れない状況がでてくるということと、先ほど橋元町長が話された

ように災害リスクが生じてくるということもあります。 

 更地から始めるということについては非常に制限が大きいのかなということで、既

存のところで考えるかどうか、御意見をいただきたいと思います。以上でございます。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 ただいま伊藤課長から新たな場所に作った場合のリスクの説明をいただきました。

その辺について、皆さんの方から何か御意見ありませんでしょうか。再編小学校あり

方検討委員会からは、ある一定の結論を出していただきました。あとは庁内委員会で

進めていくようになります。先日、一回目の会議をした中では、現状いろいろなこと

を考えた時、やはり小中一貫で一か所の方がいいということで話をしました。先ほど

も話をしましたが、前回もある程度ご意見をいただいておりましたが、さらに気が付

いた点がありましたら皆さんの方から御意見をいただければと思います。よろしけれ

ば大内委員の方からお願いいたします。特にない場合は、なしでよろしいです。 

 

【教育委員】（大内 悦夫） 

 特にありませんが、現実に作る場所は決まっているのでしょうか。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 はい。菅野委員、お願いします。 

 

【教育委員】（菅野 雅彦） 

 このように資料をきちんと整理して出していただいたので、考えをだしやすいと思

いました。資料を見て坂元小学校、山下第一小学校、山下第二小学校の所に作るとい

うのは、なかなか難しい現実的ではない。そうなると山下小学校と山元中学校のとこ

ろが考えられるのかなと思いました。また新しくとか全部壊してとか、やはり新しく

となるとこの広さの土地をどこに求めるのか、６号線より上というと田んぼはいっぱ

いありますが、地権者や登記上制限がかかっているなど、土地買収ができないと考え

られる、そうすると山を崩してなどあるがそれもすぐにはできない。 

 山下小学校、山元中学校を壊して仮設となると、場所を探すのも難しいし、校庭や

体育館、プールなど付随する施設もありますので、こちらも簡単なことではない。 

 山下第二小学校の件もありましたが、６年生４０人が入れる教室がありません。ま
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たハザードマップで津波浸水区域ですから考えられない。 

 山下小学校、山元中学校のところ、町の中心部にありますので、うまく活用すると

いうことになるのかなと思います。山下小学校は児童全員が飲み込まれるような校舎

ではない、築年数も古いので小学校は新築。山元中学校も何年か後に改築する。一緒

にやらなくてもいいと思います。 

 小学校の仮設をどこにするか。体育館も新しくするのか。いろいろな条件を考えな

がら進めていくことになると思います。 

 資料をみてこの広さを考えると、山元中学校と山下小学校の可能性があるかと思い

ます。以上です。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 はい。ありがとうございます。では、横山委員お願いします。 

 

【教育委員】（横山 真理子） 

 はい。比較した中で現実的に考えて、山下小学校と山元中学校になるのかと思いま

した。仮設小学校の設置の問題などもでてくると思いました。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 はい。ありがとうございます。門間委員お願いします。 

 

【教育委員】（門間 浩泰） 

 前提に小学校の校舎を建て替えるということでいいのか、また小中一貫校を建て替

えるのか、小中一貫校を建て替えるという方向で進めているのであれば、中学校の校

舎を利用するという話でないのかと思いながら聞いていました。中学校の施設を利用

して新しく小学校を作って、小中一貫校を作るという流れなのかどうかということが

気になったところです。内容的には再編小学校の候補地なのですが、資料は小中一貫

校の基本計画プランとなっておりましたので、小中学校を合わせた校舎を建てるとい

う内容で進んでいるという訳ではないのですか。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 はい。伊藤教育総務課長、お願いします。 

 

【事務局】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 可能性的には小中一貫校を建てることも想定されるし、小中一貫校にする為に小学

校を利用するということも考えられる。中学校を利用して小学校を建てるということ

も考えられるが、実際まだ決まっていないので、こういったところの御意見をいただ

ければと思います。このぐらい面積が必要になるという資料になります。 
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【教育委員】（門間 浩泰） 

 面積上で言えば、山下小学校と山下第二小学校しかないということで〇、△が付い

ていると思うので、あとは開校時期と費用の関係のほうで宅建など今後始まると思い

ます。山下小学校であれば本来、石田地区に住んでいる方には申し訳ないのですが、

この部分まで買収ができれば、だいぶ広くなるのでしょうが、過去にもたぶん難しか

った経過があるのかと思います。 

 使い勝手が良いのは、山下第二小学校なのかと思います。新しく山下小学校に建設

する場合は、北側の道路をうまく拡張すれば使い勝手がもっと良くなると思います。

最終的にこの２校が最終候補になった時には、山元中学校が勿体ないとなれば山下小

学校になるしかないと聞いてはいました。あとはどのような校舎を作るのかというこ

とで最終候補が決まるのかと思っています。中学校を利用すれば山下小学校、造成費

用と様態効果、小学校が新築になるので町の方で改修時期をずらして２つの建物を管

理していくとなれば山下小学校でいいと思います。また１つの校舎を新たに建設して

他は別に管理すると費用が少ないとなれば、大きい面積が必要となる。例えば山下第

二小学校の隣の公園、ただ公園をなくすとなれば町民への説明が難しい。使い勝手で

は悪くないと思います。 

 今のところ、どちらかとはっきり言えません。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長）。 

 はい。ありがとうございました。 

 

【教育委員】（菅野 正彦） 

 門間委員のお話を聞いていて、山下小学校のところに小学校と中学校を合わせた校

舎を建てるという案があるのか、そうなると既存の中学校の校舎はいらなくなる。そ

こに校庭等を整備するということもあるかと思います。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長）。 

 今、いろいろと意見をいただきました。先ほどもお伝えいたしましたが、あり方検

討委員会の方から敷地面積や小中一貫教育学校、施設の併設型か一体型か、職員室が

併設していて行き来しやすい方がいいといった意見をいただきました。また小学生が

校庭で活動する際、先生方から見える場所が良いということは、校庭の傍に教室があ

ると良いということになります。そういった意見を加味しながら考えていければと思

います。 

庁内委員会の１回目で話をした時に、山元中学校を今後どのように活かしていくか。

寿命の問題で、今、年数で半分ぐらいとなっております。先ほど話したように、新た

に建て替えるのか、活用するのか、それは今後、庁内委員会でも検討させていただけ

ればと思います。 
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【菊池 卓郎 教育長】 

 すみません。整理させていただいていいですか。 

 初めに私がお話したように、新たに用地を取得して小中が一緒になった校舎をつく

るということは、時間もかかりそうですし、財政的に厳しいのかと思います。既存の

学校を活用という方法で考えていいかとお話を聞きながら思いました。ただその中で、

伊藤課長の方から資料を作って出したのが、門間委員が言うように山下小、山元中を

活用するのか、山下第二小を活用するかというあたりが具体的に考えられそうですが、

山下第二小を活用となると先ほどの説明にあったように、行政的ないろんな手続きや

山下第二小としてつくることでお金をいただいているが、使い道が変わるとお金を返

さなくてならない。そういったことでやはり時間的なことも含めて難しい点がありま

す。 

 山下小、山元中を活用ということでは、菅野委員が最後に話された、山下小を使っ

て小、中学校１つにする新たな校舎を作ることも考えられる。それも１つかと思いま

す。やはりどの様な校舎を作るかという難しさがあります。校舎は１つに小、中学校

が入るようなもの、いろいろな具体な設計等で見ていかなくてはならない。 

最後にあり方検討委員会で小中一貫教育学校の方向で、施設としては一体型か併設

型、２つ並べているのですが、できれば職員室を一緒にして小、中の先生方が同じ場

所で会議ができるような形が望ましいということでしたが、そうなると併設というよ

り一体にするような造りが求められると思います。ですから求められるものを新たに

つくるのか、山下小、山元中を活用ということであれば、例えば山元中を主にして、

いかに新しい小学校を付けるか、先生方が小、中を行ったり来たりできるような環境

作りをすることになるかと思います。そういったことを踏まえた上での検討になると

思います。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 皆さんからいろいろな、御意見をいただきました。他にはないでしょうか。よろし

いでしょうか。今後の庁内委員会の方で、皆さんからいただいた御意見を参考にさせ

ていただきながら、場所、規模、建物の配置等を考えさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。今後も総合教育会議の中でも、その都度、現状報告を

させていただきますし、皆さんの方で何か情報があったりして、気が付いたことがあ

れば全部聞き入れることは難しいかと思いますが、こちらの方で再考し検討していけ

ればと思います。御意見があればいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いし

ます。 

 

【事務局】（伊藤 和重教育総務課長） 

 スケジュールの方をお知らせしたいと思います。 

 １１月１２日に全員協議会を行って学校形態についてご説明いたしました。その際

に議員との意見交換が行われていないのではないかと、１２月１３日に学校形態を含
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めて再編小学校について意見をもらうこととして調整をしています。１９日につきま

しては議会全員協議会がありますので、その中で再編小学校の候補地の考え方をお示

しいたしたいと思います。今回いただいた意見を参考にもう少し絞り込んだ考え方に

したいと思います。年明けまして１月２２日に総合教育会議を開かせていただければ

と思っています。２３日に議会全員協議会があります。そこで１２月に整わなかった

場合につきましては、また機会を見つけ説明するということと、２月の中旬１４、１

５、１６日あたりを、保護者と住民への説明にあてたいと考えております。こちらに

つきましては町長も出席していただいて、４小学校の体育館あたりで、小学校区４か

所で開催いたしたいと今のところ予定を組んでおります。正式に決まりましたら教育

委員の方へ打ち合わせをしたいと思います。以上です。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 ただいま伊藤教育総務課長よりありましたが、先日議会の方へも今の流れを報告さ

せていただきました。専門委員会の方へは伊藤教育総務課長の方から、今まで説明を

してきています。ですから議員の半数は理解していただけていると思いますが、委員

会へ入っていない半数の議員の方の中から、全体での意見交換が行われていないとい

う指摘をうけ、確かに何度か説明はしているのですが、小学校再編について特化して

の意見交換はしておりませんが、いろいろな議題がある中での 1つとしてというかた

ちになっておりました。まず議会側の意見としてうかがいまして、今後、参考にさせ

ていただきながら、大きな変更は難しいと思っております。専門委員会とは意見交換

をしながら進めてまいりましたので、そのかたちでいければと思います。 

 年を越しました 1月に、各学区にて住民説明会をさせていただく予定をしておりま

す。そのような形で進めさせていただきたいと思っております。皆さんの方から何か

ありますでしょうか。 

 

【教育委員】（菅野 正彦） 

 ２月１４、１５、１６日で保護者や住民への説明の際に、用地をここにするといっ

たことや、学校形態はこうしますといった最終的な内容について説明するのでしょう

か。段階的に区切っての説明になりますか。そのあたりについてどうなのですか。 

 

【事務局】（伊藤 和重教育総務課長） 

 工事について考え方をまとめた内容で 1か所にまとめて説明したいと思っていま

す。前段で学校形態などについて、まだお知らせしてないところがあります。最後に

スケジュールということで開校年度を改めて皆様の方へご説明したいと思っており

ます。以上、３点、スケジュールと学校形態と候補地になります。 

 

【教育委員】（菅野 正彦） 

 わかりました。 
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【議長】（橋元 伸一 町長） 

 他にございませんか。よろしいですか。それではこの件に関しては以上で終わらせ

ていただきたいと思います。 

 続きまして（２）学校給食費についての説明を事務局からお願いします。 

 

【事務局】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 別紙２、学校給食費についてご覧いただきたいと思います。学校給食の材料費や米

飯給食の高騰が橋元町長のあいさつにもありましたように、現在の内容をこちらの方

に記載してあります。 

１，価格変動状況になります。牛乳と米飯とパンを令和３年度からの流れを記載し

ております。牛乳については４８．２９円だったものが６１．５８円、１３円ほど上

がっている。米飯についても１０月までの内容になりますが、５円ほど上がっている。

パンは９円ということです。 

２，米飯の掛かり増し経費ということで、こちらは１０月２８日に担当課長等など

が呼ばれたなかで、掛かり増し経費が発生するということで、新米が１１月から提供

されるが値上げが想定されるということです。（１）米不足の背景ということですが、

令和５～６年からに想定よりも主食用米の需要が高まったということになります。精

米消費容量１０４．６％、１年間で需要が１０万トン増えたそうです。こちらはイン

バウンド需要の３万トン増えたことも含まれています。あと８月に発生した災害によ

って米の買い占め等があったということになります。（２）令和４年度と令和６年度

の１１月・１２月比較ということになります。直近の令和５年度で比較すればよかっ

たのですが、資料の方を令和４年度にしてしまったこと申し訳ございません。令和４

年度１１月・１２月は供給価格が基準価格より低かったということで、掛かり増し経

費は発生していません。令和６年度１１月・１２月は基準価格より供給価格が２１，

４２０円ほどに上がったということになります。これは１俵あたり（６０kg）の内容

になります。こちらが１１月以降の価格になります。（３）宮城県内の小中学校の米

飯申請数量ということで、県内では１５，４３１俵の申請数量があるということにな

ります。こちらに５，４２０円をかけますと８，３００万円ほど増加するという内容

になります。県の方で米飯給食の支援方式について実施要領を定めていまして、こち

らについて負担額が生じる。ＪＡ全農みやぎ、宮城県が３，０００万円を負担する内

容になっております。その他の５，３６３万６千円を各申請市町村で割る。それが掛

かり増し経費の総額になります。本町申請量につきましては、１１月から８６俵を見

込んでいますので、掛かり増し経費の総額については２９８，９２４円、３００，０

００円弱となります。１１月から３月までの価格になりますので、１年となるとかな

りの額になります。掛かり増し経費１俵あたり５，４２０円から３，４７５円に減っ

ているのですが、これはＪＡ全農と県が負担した３，０００万円を差し引くとこの様

な形となります。 
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３，令和６年度の食材費の状況になります。こちらは４月から９月までの材料費を

平均したものを表の下に記載しております。材料費の平均は小学校で３１０,７円、

中学校で３６５，０円となっており、一食約２０～３２円増、年間額で小学校３，５

００円、中学校５，６００円の増加になります。表につきましては現在の小学校と中

学校の単価になります。小学校２９１円、中学校３３３円、備考欄に見直しした年度

を記載しております。令和２年の４月に見直しをしております。小学校で２７８円か

ら２９１円、中学校で３１９円から３３３円ということになっております。これらを

今後、１１月以降の米飯給食を踏まえながら、来年度の想定を行っていきたいと考え

ております。検討につきましては学校給食運営審議会で図っていきたいと思っており

ます。単価の見直し後の適用につきましては、来年の４月からを想定しております。

橋元町長のあいさつにもありましたように、児童生徒につきましては学校給食無償化

を本年度から行っておりますので、保護者の負担は生じておりませんが、教職員につ

いては実費負担が生じます。教職員については年度末に精算で徴収している額があっ

たのですが、これをなくするような形になります。現状の単価に合わせ見直すという

内容になります。 

 ２枚目の方につきましては、近隣市町の状況になります。現在の１食当たりの単価

を山元町から近隣の丸森町までをまとめてあります。Q２のところで改定した時期な

どを記載してあります。Q３につきましては今後の給食単価の改定予定をしているか

の内容になります。なかなか学校給食の単価見直しを各市町ができないというのは、

無償化を行っていないというのがあり見直しが一律にできないということですが、見

直しをするところもあります。本町においては今年度見直しを行いまして、来年度適

応ということでやっていきたいと思います。以上でございます。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 ただいま事務局の方から説明がありました。学校給食にかかる食材費、米飯給食の

高騰の説明があった通りですが、幸い一昨年の１２月から山元町は１２月から３月ま

では国の支援を受け無償、４月以降は町単独で給食費無償化をしていますので、家庭

にたいしての負担はないですが、実際に給食費は上がっています。先生方の負担は増

えます。先生方には申し訳ないと私は思います。子供達の分に関しては町が負担とい

うことで、今後、国の方も考えているようですが簡単にはいかないのかと感じていま

す。皆さんの方からこの件に関して何かありませんでしょうか。御意見などあればお

願いいたします。 

 

【教育委員】（大内 悦夫） 

 国の方で、給食費無償化という話もでれば、それはまた別になるのでしょうか。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 そうですね。 
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【事務局】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 無償化になれば町の財政負担は少なくなりますが、先生方の分は変わらないです。 

 

【教育委員】（菅野 正彦） 

 本当に物価高、特に米が急に上がりました。考えなくてならないのは、エネルギー

とか栄養価など、きちんと基準に沿ったように、マイナスにならないようにしなくて

はならない。基準を達成されるようにするには、当然、給食費を上げるしかないと思

います。そういったことを踏まえ、２枚目の資料を見ますと令和６年に改定している

ところは、３００円、３７０円、３４０円、３９０円、小学校でも高くなっています。

やはりそれなりの値上げをしないと確保できなと思います。子供達の成長に関する問

題や、給食の指導などきちんとやっていかなければならないと思います。 

 

【議長】（橋元 伸一 町長） 

 ありがとうございます。他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。給食

に関しましては県内３５市町村ある中で、まだ半分も無償化にしているところはない。

昨日、柴田町の保護者から、町長に対して給食を無償化にしてほしいと署名を集めた

要望書を提出したと新聞に載っていました。柴田町の場合は、町長が町負担するのは

大変なので出来ない、現状厳しいと、こういったことは国がきちんとやるべきでしょ

うという新聞記事がありました。 

一部ですが、小学校だけ中学校だけでやろうかということも聞こえてきています。 

 義務教育の子供達への食育といったことを含め、考え方とすれば行政でも、きちっ

と対応して見ていかないとと私も思います。町としては給食費の無償化を続けていき

たいと思っております。今年一年やって来年できませんということではなく、継続し

ていきたいと思います。国が国の責任でやりますというまで、町としては続けていけ

ればと思いますので、皆さん理解いただければと思いますので、よろしくお願いしま

す。それでは（２）学校給食費について終わらせたいと思います。 

 本日も皆さんから貴重な御意見、情報をいただきました。本当にありがとうござい

ました。今後に生かしていければと思いますので、よろしくお願いいたします。今後

ともこのような形で、小学校再編など含め進めていきたいと思いますのでご協力のほ

どよろしく願い申し上げます。ありがとうございました。進行の方を事務局へお返し

たいと思います。 

 

【事務局】（伊藤 和重 教育総務課長） 

 橋元町長、ありがとうございました。その他でございますが、事務局では先ほどご

説明いたしました通り、１月に総合教育会議を予定いたしたいと思っております。追

って通知を遅らせていただきたいと思います。その他、皆様から何かございませんで

しょうか。無ければ以上を持ちまして令和６年度第３回総合教育会議を閉会いたしま
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す。本日は本当にありがとうございました。 

 

 


